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2026年の幕開けは、生成AIの競争軸が単なる「対話能力」や「知識の記憶量」から、実社会におけ
る複雑な課題を自律的に解決する「実務遂行能力（エージェンティック・ワークフロー）」へと決定的に

移行した歴史的な転換点として記録されるだろう。1月後半に中国のテクノロジー大手Alibaba Cloud
と新興ユニコーンMoonshot AI（月之暗面）が相次いで発表したフロンティアモデルは、これまでの
「大規模言語モデル（LLM）」という枠組みを超え、推論と行動を不可分なものとして統合した「大規模
エージェントモデル（LAM: Large Agentic Model）」への進化を如実に示している。 

Alibaba Cloudの「Qwen3-Max-Thinking」およびMoonshot AIの「Kimi K2.5」は、パラメータ数や学
習データ量といった従来の指標だけでなく、モデルが自律的に思考プロセスを管理し、外部ツールを

操り、複数のサブエージェントを指揮してタスクを完遂する能力において、米国の先行モデル（

GPT-5.2やGemini 3 Pro）に肉薄、あるいは特定の領域で凌駕する性能を示した。これは、米国の輸
出規制下にある中国勢が、ハードウェアの制約をソフトウェアアーキテクチャの革新（MoEの高度化
やエージェント・スウォームの実装）によって克服しつつあることを示唆している。 

本レポートは、これら最新モデルの技術的特異点、特に「思考プロセスへのツール埋め込み（

Thinking with Tools）」と「エージェント・スウォーム（Agent Swarm）」という二つの革新に焦点を当
て、米国勢の動向（OpenAIのGrokipedia引用問題やGoogleの価格戦略など）との比較を通じて、
2026年のAI覇権争いの行方を包括的に予測するものである。分析の結果、今後の競争は単体の知
能（IQ）を競うフェーズから、コスト対効果の高い「組織的生産性」を競うフェーズへと移行し、推論コ
ストの劇的な低下がエージェントの社会実装を加速させることが明らかになった。 

第1章 パラダイムシフト：2026年1月の「エージェント転換」 
2025年まで、AIモデルの進化は主に「より賢く、より多くのことを知っている」チャットボットを作ること
に主眼が置かれていた。しかし、2026年1月の展開は、AIの役割が「受動的な応答者」から「能動的
な労働者」へと変化したことを決定づけた。この変化の中心にあるのが、中国勢が打ち出した「推論

＋ツール＋エージェント」の統合アプローチである。 

1.1 背景：静的な知能から動的な実行力へ 
従来のLLMは、知識を内部パラメータに圧縮し、そこから回答を引き出す形式であった。しかし、この



アプローチには「情報の陳腐化」と「ハルシネーション（幻覚）」という不可避の欠点があった。2026年
のフロンティアモデルは、知識を暗記するのではなく、必要な情報をその都度検索し、コードを実行し

て検証し、論理的な手順を組み立てる「推論（Reasoning）」能力を核に据えている。 

特に、1月23日に発表されたAlibaba Cloudの「Qwen3-Max-Thinking」と、1月27日に発表された
Moonshot AIの「Kimi K2.5」は、このトレンドを象徴する存在である。両者は、モデルの内部思考プロ
セス（Chain of Thought）を単なるテキスト生成の過程としてではなく、外部世界への「介入（Action
）」を含む動的なワークフローとして再定義した。これにより、AIは「何を知っているか」ではなく「何が
できるか」で評価される時代に突入したのである。 

1.2 中国勢の戦略的躍進 
米国による高性能半導体（NVIDIA H100/H200等）の輸出規制が続く中、中国企業は計算資源の効
率化を極限まで推し進める必要に迫られた。その結果、生まれたのが「Mixture of Experts（MoE）」
アーキテクチャの高度化と、モデル単体の巨大化を避けて複数の特化型エージェントを協調させる

「スウォーム（群知能）」技術である。1月の連続リリースは、中国AIが「米国の追随者」から「独自の進
化系統を持つ競合」へと変貌を遂げたことを世界に知らしめる出来事となった。 

第2章 Alibaba Cloud 「Qwen3-Max-Thinking」の深層分
析 
Alibaba Cloudが投入した「Qwen3-Max-Thinking」は、同社の最上位モデルである「Qwen3-Max」
に、OpenAIのo1/o3シリーズに対抗する高度な推論能力を実装したものである。しかし、Qwenのア
プローチはOpenAIのそれとは決定的に異なる哲学に基づいている。 

2.1 技術的特異性：Thinking with Tools（ツール統合型思考） 
OpenAIのo1モデルなどが示す「思考（Thinking）」は、主にモデル内部での論理的な自己対話に終
始する傾向があった。これに対し、Qwen3-Max-Thinkingは、思考のプロセスそのものに「外部ツー
ルの利用」が組み込まれている点が最大の特徴である。 

2.1.1 思考と行動の再帰的ループ 

Qwen3-Max-Thinkingは、ユーザーからの問いに対して即座に回答を生成するのではなく、まず「思
考ブロック」を生成する。この思考の過程で、情報不足や検証の必要性を認識すると、モデルは自律

的に以下のようなアクションを実行する。 

1.​ 検索クエリの生成と実行: 最新の事実確認や専門知識の補完。 
2.​ Webページの抽出と読解: 検索結果から特定のページを読み込み、詳細を把握。 
3.​ Pythonコードの生成と実行: 数理計算、データ分析、シミュレーションの実施。 

重要なのは、これらのツール実行の結果（Observation）が、再び思考プロセスにフィードバックさ
れ、次の推論ステップの入力となる点である。モデルは「仮説 → ツールによる検証 → 結果の解釈 



→ 修正された仮説」というループを納得いくまで繰り返す。これにより、難解な数学的証明や、リアル
タイム性が求められる市場分析などにおいて、従来モデルを凌駕する精度と信頼性を実現してい

る。 

 

 
 
2.2 コストリーダーシップと市場戦略 
Qwen3-Max-Thinkingのもう一つの衝撃は、その価格設定にある。推論特化型の最上位モデルで
ありながら、入力100万トークンあたり1.20ドル、出力100万トークンあたり6.00ドルという価格は、競
合他社の同等モデルと比較して圧倒的なコストパフォーマンスを誇る。 

モデル名 提供元 入力価格 
($/1M) 

出力価格 
($/1M) 

コンテキスト 特徴 

Qwen3-Ma
x-Thinking 

Alibaba $1.20 $6.00 256k ツール統合

思考 



Kimi K2.5 Moonshot $0.60 $3.00 262k エージェント

スウォーム 

GPT-5.2 OpenAI ~$1.75 ~$14.00 400k Deep 
Research 

Gemini 3 
Pro 

Google $2.00 $12.00 1M 長大コンテ

キスト 

Claude 
Opus 4.5 

Anthropic $5.00 $25.00 200k コーディング

特化 

データ出典: 1 

この価格設定は、単なる安売りではない。Alibaba Cloudが自社のクラウドインフラ上で、独自開発
の推論チップやNVIDIA製GPUの効率的な運用（Cuda最適化、メモリ管理の高度化）を実現している

ことの証左である。特に、中国市場向けにはさらに安価な価格（入力 1.434相当）も提
示されており、AIの社会実装コストを劇的に下げる要因となっている。 

2.3 アーキテクチャの秘密：MoEの極致 
Qwen3シリーズは、1兆パラメータを超える巨大モデル（Qwen3-Max）と、オープンウェイトとして公開
されている中規模モデル（Qwen3-235Bなど）で構成される。特に注目すべきはMoE（混合エキス
パート）アーキテクチャの採用である。Qwen3-235Bモデルでは、総パラメータ数が2350億でありな
がら、推論時に活性化するパラメータは220億（22B）に抑えられている。これにより、GPT-4クラスの
知能を、はるかに少ない計算リソースで、かつ高速に動作させることに成功している。Qwen3-Maxも
同様のアーキテクチャを採用していると推測され、これが低価格・高性能の源泉となっている。 

第3章 Moonshot AI 「Kimi K2.5」の衝撃：群知能の社会実
装 
Alibabaの発表からわずか4日後、Moonshot AIが公開した「Kimi K2.5」は、異なるアプローチで業界
を驚かせた。それは「単体の天才」を作るのではなく、「協調する組織」を作るアプローチである。 

3.1 Agent Swarm（エージェント・スウォーム）：1人で100人分の働き 
Kimi K2.5の核心的機能は「Agent Swarm（エージェントの群れ）」である。これは、ユーザーからの複
雑な指示を受け取ると、モデルが自らを「オーケストレーター（指揮者）」と定義し、タスクの性質に応

じて最大100体のサブエージェントを動的に生成・指揮する機能である。 



3.1.1 並列処理による圧倒的な生産性 

従来のエージェントモデルは、タスクAが終わってからタスクBに取り掛かる「直列処理」が基本であっ
た。しかし、Kimi K2.5のスウォームアーキテクチャでは、例えば「世界中の主要なAI規制法案の比較
レポート作成」というタスクに対し、以下のような並列処理を行う。 

●​ エージェント1〜20: 各国（EU、米国、中国、日本など）の法案データベースを同時に検索・ク
ローリング。 

●​ エージェント21〜30: 収集された文書の要約と重要ポイントの抽出。 
●​ エージェント31: 抽出データの整合性チェックと矛盾の解決。 
●​ オーケストレーター: 全体の構成管理と最終レポートの執筆。 

この並列化により、従来は数時間〜数日かかっていたリサーチ業務が数分で完結する。Moonshot 
AIは、この機能により単一エージェントと比較して最大4.5倍の実行速度と、複雑なタスクにおける成
功率の劇的な向上を実現したとしている。 

3.2 ネイティブ・マルチモーダルとVision-to-Code 
Kimi K2.5は、テキストと視覚情報を学習段階から完全に統合した「ネイティブ・マルチモーダル」モデ
ルである。従来のモデルが画像を一度テキスト記述に変換（エンコード）してから処理していたのに対

し、Kimi K2.5は視覚トークンを言語トークンと等価に扱うことができる。 

この能力が最も発揮されるのが「Vision-to-Code」領域である。手書きのUIラフスケッチ、ホワイト
ボードの図、あるいは既存アプリの動作画面のスクリーンショットや動画を読み込ませるだけで、そ

のデザインと挙動を忠実に再現したフロントエンドコード（HTML/CSS/React等）を生成できる。さら
に、生成されたアプリの動作を視覚的に確認し、「ボタンの位置がずれている」「色が違う」といった視

覚的なバグ修正までも自律的に行うことが可能である。 

3.3 「オープンソース最強」の称号と戦略 
Moonshot AIはKimi K2.5を「オープンソース」として位置づけている（正確にはオープンウェイト）。総
パラメータ数1.04兆、アクティブパラメータ320億という巨大モデルのウェイトを公開することは、Meta
のLlamaシリーズに対する強力な挑戦状である。これにより、企業は自社のプライベート環境にKimi 
K2.5を構築し、機密データを外部に出すことなく高度なエージェント機能を利用できるようになる。こ
れは、データセキュリティを重視するエンタープライズ市場において、API提供のみのGPT-5.2や
Gemini 3 Proに対する強力な差別化要因となる。 

第4章 ベンチマーク戦争：「Humanity’s Last Exam」と評価の
乖離 
2026年のAI性能評価において、最も注目されている指標が「Humanity’s Last Exam（HLE）」であ
る。既存のベンチマーク（MMLU等）が飽和したことを受け、Center for AI SafetyとScale AIによって



策定されたこのテストは、AIにとっての「最後の難関」とされている。 

4.1 HLEを巡るスコアの真実 
AlibabaとMoonshot AIは、それぞれの新モデルがHLEにおいて、GoogleやOpenAIのモデルを上
回ったと主張している。しかし、これらのスコアを読み解くには注意が必要である。 

●​ Qwen3-Max-Thinking: ツール利用（Web検索等）を許可した条件で**58.3%**を記録。 
●​ Kimi K2.5: 同条件で**50.2%**を記録。 
●​ Gemini 3 Pro: ツール利用条件での自社計測値は45.8%（Scale AI公式リーダーボードのテキ
ストのみ条件では約37.5%）。 

●​ GPT-5.2-Thinking: ツール利用条件での自社計測値は45.5%（Scale AI公式リーダーボード
のテキストのみ条件では約27.8%）。 

ここで浮き彫りになるのは、「純粋な知能（テキストのみでの回答能力）」と「総合的な問題解決能力

（ツール利用込み）」の乖離である。Scale AIの公式リーダーボード（テキストのみ）では依然として
Gemini 3 ProやGPT-5シリーズが上位を占める傾向にあるが、ツール利用を前提とした「実務能力」
の指標では、中国勢が逆転現象を起こしている。 

4.2 競争軸の移動：IQから「カンニング力」へ 
QwenとKimiの戦略は明確である。彼らは「何も見ずにテストで高得点を取る（高IQ）」ことよりも、「辞
書や計算機を使ってでも満点を取る（高い実務遂行力）」ことを重視している。実社会の業務におい

て、ツールを使わずに仕事をすることは稀であるため、このアプローチは極めて実用的である。2026
年の競争軸は、モデル単体のパラメータ競争から、いかに外部ツールを使いこなし、エージェントとし

て機能するかという「システム全体の性能」へと完全に移行したと言える。 

 



 
 

第5章 米国勢の現状と課題：覇権維持への模索 
中国勢の猛追に対し、米国の主要プレイヤーも手をこまねいているわけではない。しかし、各社はそ

れぞれ異なる課題と戦略的ジレンマに直面している。 

5.1 OpenAI GPT-5.2：情報の循環とGrokipedia問題 
OpenAIの「GPT-5.2」は、推論能力の強化に加え、「Deep Research」機能によるリサーチ能力の向
上を売りにしている。しかし、2026年1月、The Guardian等の報道により、GPT-5.2が回答のソースと
して、競合であるxAIの「Grokipedia」を頻繁に引用していることが発覚した。 

Grokipediaは、Elon Musk率いるxAIのGrokモデルがWeb情報を収集・要約して生成したAI百科事
典である。GPT-5.2がこれを「信頼できる情報源」として学習・引用することは、AIがAIの生成した情
報を真実として取り込む「情報の近親相姦（Information Incest）」あるいは「モデル崩壊」のリスクを
浮き彫りにした。これは情報の正確性と中立性を担保する上で重大な欠陥となり得る。OpenAIは「
Deep Research」機能で対抗しようとしているが、データの質を巡る課題は2026年の大きな論点と



なっている。 

5.2 Google Gemini 3 Pro：エコシステムとコンテキストの要塞 
GoogleのGemini 3 Proは、100万トークンを超える長大なコンテキストウィンドウと、Google 
Workspace（Docs, Gmail等）との連携による「グラウンディング（根拠付け）」能力で優位性を保って
いる。特に、企業内の膨大なドキュメントや動画データを一度に読み込ませて処理するタスクにおい

ては、依然として最強の地位にある。 

Googleは、旧モデル（Gemini 2.5系列）の段階的なリタイアを進めつつ、Gemini 3 Proの価格体系を
コンテキスト長に応じて変動させる（20万トークン以下は安価、それ以上は高価）戦略をとっている。
しかし、推論・エージェント性能での中国勢の追い上げに対し、さらなる「Gemini 3 Ultra」や特化型モ
デルの投入が急務となっている。 

5.3 Anthropic Claude Opus 4.5：コーディングの牙城 
AnthropicのClaude Opus 4.5は、「Computer Use」機能（AIがPC画面を視認し、マウスやキーボー
ドを操作する機能）により、独自のポジションを確立している。QwenやKimiが「APIを通じたバックエン
ドの自動化」に強いのに対し、Claudeは「人間用のGUIを通じたフロントエンドの自動化」に強みを持
つ。特にコーディング領域では、依然として開発者からの信頼が厚いが、Kimi K2.5の
Vision-to-Code機能は、この牙城を脅かす存在となりつつある。 

5.4 xAI Grok：予測不能なジョーカー 
xAIのGrokシリーズは、2026年1月〜2月に「Grok 5」のリリースが予想されている。Elon Muskは
Grok 5について「世界初のAGI（汎用人工知能）になる可能性が10%ある」と豪語しており、6兆パラ
メータとも噂される巨大モデルの登場が待たれている。GrokはX（旧Twitter）のリアルタイムデータへ
のアクセス権を独占しており、「Truth Mode」によるリアルタイムの事象解析に強みを持つが、
Grokipediaの問題も含め、その情報の偏りや倫理面での懸念も根強い。 

第6章 インフラと地政学：制約下のイノベーション 
中国勢がなぜ、強力な半導体規制の中でこれほどの性能を実現できたのか。そこには、ハードウェ

アのハンディキャップをソフトウェアと戦略でカバーする執念がある。 

6.1 チップ規制の実態と抜け穴 
米国はNVIDIA H100/H200の対中輸出を禁じているが、中国企業は複数のルートで計算資源を確
保している。 

1.​ 旧型チップの活用: 規制前のA100や、規制対応版のH800/H20を用いた大規模クラスターの
構築。Kimi K2.5の学習にはH800が活用されたとの報道もある。 

2.​ 国産チップの台頭: HuaweiのAscend 910Bなど、国産AIチップの性能向上と採用拡大。 
3.​ クラウド経由のアクセス: 中東やアジア地域のデータセンターを経由し、間接的に高性能GPUの



リソースを利用する「コンピュート・アービトラージ」。 

6.2 ソフトウェアによる克服 
ハードウェアの絶対性能で劣る分、中国勢はアルゴリズムの効率化に注力している。前述のMoE
アーキテクチャによるアクティブパラメータの削減や、学習データの質的向上（合成データの活用な

ど）により、少ない計算量で高い知能を実現する「効率性のイノベーション」が起きている。これは、結

果として推論コストの低下をもたらし、QwenやKimiの低価格戦略を支える基盤となっている。 

第7章 今後の予測：2026年後半の展望 
Qwen3-Max-ThinkingとKimi K2.5の登場により、2026年のAI競争は新たなフェーズに入った。ここ
からの短期・中期的予測を以下に示す。 

7.1 「推論のコモディティ化」と価格破壊 
AlibabaとMoonshotが提示した低価格は、推論コストの劇的な低下を予感させる。これに対抗する
ため、OpenAIやGoogleも価格改定を余儀なくされるだろう。エージェントが普及するには、1つのタス
クで数百回の推論を行う必要があるため、単価の安さは決定的な競争力となる。 

 



 
 
7.2 エージェント・スウォームの標準化 
Kimi K2.5が示した「スウォーム」アーキテクチャは、今後のAIエージェントの標準となるだろう。
OpenAIの「Operator」やGoogleの「Project Astra」も、同様の群知能アプローチを採用・強化してく
ると予想される。単一の巨大モデルではなく、特化型モデルの集合体が協調して問題を解決する「モ

ジュラーAI」の時代が到来する。 

結論 
2026年、AIの覇権争いは「モデルの性能競争」から「エージェントの実用性競争」へとシフトした。中
国勢はハードウェアの制約を逆手に取り、効率性と統合力で世界をリードし始めている。これに対

し、米国勢は豊富な資金とエコシステム、そしてGrokのような次世代モデルで巻き返しを図る。ユー
ザーにとっては、どのモデルが「最も賢いか」ではなく、どのエージェントが「最も安く、速く、確実に仕

事を終わらせてくれるか」が選定の基準となるだろう。AIはもはや対話の相手ではなく、ビジネスパー



トナーとしての真価を問われている。 
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